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研究成果の概要：すばる望遠鏡の MOIRCS 装置に、専用狭帯域フィルターを２枚作成して搭載し

た。これらを用い、z=2.2（100 億年前）と z=0.81（70 億年前）の二つの時代において、星形

成活動の指標である Hα輝線を出す銀河をそれぞれ探査した。その結果、z=2.2 の一般領域にお

ける高い星形成活動性と、z=0.81 における中間密度領域での高い星形成活動性が明らかになっ

た。また、z=0.81 では、あかり衛星の観測と組み合わせることによって、Hα輝線も抜け出て

来れないほどの強い吸収を受けた星形成銀河が多数存在する可能性を示唆した。これは、従来

のような紫外線や可視光だけの観測では、銀河の星形成活動をすべて捕えられていないこと意

味し、赤外線での観測の重要性を物語るものである。 
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１．研究開始当初の背景 
 
現在我々が手にしている遠方銀河サンプル
は、たとえ同じ宇宙年齢の時代の銀河であっ
ても、同定された波長も手法も異なる雑多な
サンプルの集合体であり、その各々はそれぞ
れの波長・手法によって強くバイアスされた
ものとなっている。したがって、これら様々
な種族の天体がそれぞれ銀河のいかなる進
化段階に対応し、またそれらの相互関係がど
のようになっているのかは非常に混沌とし

ており、遠方銀河の実態の全体像の把握から
はまだほど遠いというのが実状である。実際、
導出される銀河の星形成率や星質量などの
物理量はサンプルに強く依存し、相互に矛盾
するような結果も多かった。 
また、星形成率はこれまで紫外光を使って測
定されることが多かったが、ダスト吸収の影
響を強く受けてしまうため、性格に見積もる
ことが困難であった。 
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本研究では、近赤外線の広視野観測によって
星質量選択の遠方銀河大サンプルを構築し、
Hα輝線強度によって星形成率を測定する。H
α輝線は、近傍宇宙でよく較正された優良な
星形成活動性の指標である。星質量と星形成
率を用いて、ｚ～0.8 とｚ～2 の宇宙におい
て各銀河の進化段階を定量化し、宇宙年齢が
5 分の 1 という銀河形成期から今日の宇宙へ
と銀河の進化経路を明らかにする。また、銀
河の形態や星形成率といった特性は、銀河の
環境や銀河の質量に非常に強く依存するこ
とが知られているため、それらの起源の解明
のために、銀河の進化段階を環境と質量の軸
に沿っても比較し、これらの関係がいつ樹立
し、時間経過とともにどう変化したかを分析
する。 
 
３．研究の方法 
 
すばる望遠鏡の MOIRCS 装置に専用の近赤外
狭帯域フィルターを作成し、z=2.2 と z=0.81
からやってくる Hα輝線を高感度で捕える。
z=2.2 では多波長データの揃った一般フィー
ルドである GOODS-N を、z=0.81 ではちょうど
その赤方偏移にある銀河団領域（すばるによ
る可視光データも揃っている）をターゲット
とする。そして Hαから得られる星形成活動
性を時間と環境の関数として定量化する。 
 
４．研究成果 
 
H20 年度の前半にはすばる望遠鏡の共同利用
観測計７晩を獲得して、実際に観測を行なっ
た。ｚ～2.2 宇宙探査：多波長データが充実
している GOODS の 100 平方分角の領域を
MOIRCS４視野でカバーし、星形成率で 10 太
陽質量／年の深さで観測を行った。現在解析
を進めており、すでに z=2.2 の Hα輝線銀河
候補が多く見つかっており、現在この結果を
定量化し、論文にまとめるよう努力中である。
Hαをプローブとしてこのような遠方宇宙で
この深さかつ広さで解析を行ったのは初め
てであり、遠方宇宙での銀河の活動性を精度
良く定量化することができる。ｚ～0.8 宇宙
探査：ｚ=0.813 にある銀河団（RXJ1716）に
おいて、狭帯域 Hα輝線サーベイを行なった。
この銀河団については、既にすばるによる可
視光多色データを取得し、またあかり衛星に
よって中間～遠赤外線で広視野（160 平方分
角）かつ深い観測を行なっている。データ解
析は最終段階に差し掛かっており、既に多く
の有意義な結果が出ており、国内外の研究集
会で発表しており、現在論文の執筆中である。
ハイライトは銀河団の中心部で星形成が欠
落しているがそのすぐ周辺部で星形成活動
が活発であること、強いダスト吸収を受けた

銀河が多数あり、Hα輝線も吸収されて見ら
れず中間赤外線のダスト放射で初めて見え
てくる種族が相当数あること、などである。
これは従来の可視光～近赤外線だけでの観
測では星形成活動を十分捕えきれていない
ことを示唆し、そのインパクトは大きい。 
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